
『万
葉
集
』
『古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
用
法

lま

じ

め

漢
語
サ
変
動
詞
は
、
語
基
と
な
る
漢
語
と
、
サ
変
動
調
「
ス
」
と

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
漢
語
の
部
分
に
注
目
す
る
と
、

「奏
す
」
「
念
ず
」
の
よ
う
に
、
漢
字
二
子
か
ら
成
る
漢
語
も
あ
れ
ば
、

「
御
覧
ず
」
「
対
面
す
」
の
よ
う
に
漢
字
二
字
か
ら
成
る
漢
語
も
あ
る
。

ま
た
、
「
結
蜘
扶
坐
す
」
の
よ
う
に
漢
字
三
字
以
上
か
ら
成
る
も
の

も
あ
る
。
上
代
の
文
献
に
お
い
て
、
漢
字
二
字
か
ら
成
る
漢
語
が
、

動
詞
の
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
は
、
漢
字
二
子
か
ら
成
る
も
の
の
み
を
対
象
と
す
る
。

さ
て
、
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
の
漢
語
を
形
成
す
る
部
分
に
注
目
す

る
と
、
表
記
上
は
漢
字
二
子
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
れ
ら
の
一
群
を
、
一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
成
漢
字
(
以
下
、
形
成

漢
字
と
略
し
て
表
記
す
る
)
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
上
代
の
文
献
に
お

柚

木

史

靖

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書

紀
」
に
お
け
る
形
成
漢
字
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
で

(1
)
 

述
べ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
本
稿
で
は

『万
葉
集
』
を
中
心
に
考
察
を

進
め
、
最
終
的
に
は
『
万
葉
集
』
「
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
」
三
一
文
献

を
対
象
に
、
形
成
漢
字
の
意
味
用
法
を
比
較
考
察
す
る
。

さ
て
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
形
成
漢
字
の
範
囲
で
あ
る
が
、
表
ー

に
示
す
よ
う
に
、
「
源
氏
物
語
』
に
使
用
さ
れ
た
一
字
漢
語
サ
変
動

詞
か
ら
導
き
だ
し
た
も
の
を
、
便
宜
上
考
察
の
対
象
と
し
て
取
上
げ

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
表
に
一
不
す
よ
う
に
、
形
成
漢
字
の
中
に
は
、

「念
」
「
奏」

「J諦
」
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
和
文
で
あ
る
『
源
氏
物

語
』
で
既
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
表
1
の

「按
」

以
下
に
一
示
す
よ
う
な
、
一
例
し
か
使
用
例
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

い
て
、



[
表
1

『
源
氏
物
語
」
に
お
け
る
形
成
漢
字
と
用
例
数

動 先 興 啓 d山与、

1 2 4 15 67 

難 4来 講 調 奏

1 2 3 15 60 

椅 按 苦浮 市リ 百雨

1 1 3 12 48 

ij[:{ 要 孝 壬両益円三 具

1 1 3 8 36 

用 勘 拝 怨

1 1 3 7 34 

論 感 弄 臆 屈

1 1 3 6 25 

手口 死 秘 困2 領

1 l 3 4 24 

、

『
万
葉
集
』
「
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
」
に
お
け
る

形
成
漢
字
の
使
用
状
況

標
題
に
掲
げ
た
、
上
代
三
作
品
に
お
い
て
、
前
掲
の
形
成
漢
字
が

使
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
示
し
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
形
成
漢
字
の
使
用
状
況
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
万
葉
集
」
の
み
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字

な
し

a b 

『
古
事
記
』
な
し

の
み
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字

C 

『
日
本
書
紀
」
の
み
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字

「
屈
」
「
講
」
「
孝
」
「
先
」「
難
」
「
練
」
「弄
」

「
万
葉
集
』
と
『
古
事
記
」
に
使
用
さ
れ
「
日
本
書
紀
』
に
使

用
さ
れ
て
い
な
い
形
成
漢
字

な
し

d 

「
万
葉
集
』
と
「
日
本
書
紀
』
に
使
用
さ
れ
「
古
事
記
』
に
使

用
さ
れ
て
い
な
い
形
成
漢
字

「要
」
「
困
」
「
啓
」「
請
」「
領
」

『
古
事
記
」
と

『日
本
書
紀
」
に
使
用
さ
れ

『
万
葉
集
』
に
使

用
さ
れ
て
い
な
い
形
成
漢
字

「
具
」
「
興
」

「信」

「制」

全
て
の
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
形
成
漢
字

「諦
」
「怨
」
「
念
」
「
奏
」
「
感
」
「
死
」
「
辞
」
「調」

「動」

「拝
」
「
用
」
「
服
」
「
論
」
「
和
」

い
ず
れ
の
作
品
に
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
形
成
漢
字

「
按
」
「
臆
」
「勘
」
「補
」
「秘
」

形
成
漢
字
の
使
用
状
況
を
み
る
と
、
全
て
に
認
め
ら
れ
る
も
の
の

数
が
最
も
多
い
。
次
い
で
、

『日
本
書
紀
』

の
み
に
使
用
さ
れ
た
も

の
の
数
が
こ
れ
に
続
く
。
『
万
葉
集
』
の
み
、
『
古
事
記
』
の
み
と
い

う
形
成
漢
字
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
「
万
葉
集
』
と
「
古
事
記
』

に
使
用
さ
れ
て
い
る
形
成
漢
字
は
、
す
べ
て
『
日
本
書
紀
』
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
形
成
漢
字
の
使
用
状
況
か
ら
み
る
限

り
で
は
、
字
種
が
少
な
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
字
は
全
て
「
日
本
書

紀
』
に
含
ま
れ
る
点
か
ら
、
「
万
葉
集
』
と
『
古
事
記
」
が
近
い
関

係
に
あ
り
、
字
種
の
多
さ
か
ら
「
日
本
書
紀
』
が
他
作
品
と
は
傾
向

を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』

の

e f g h 

- 2ー



関
係
に
つ
い
て
は
、
国
語
学
の
概
説
書
等
で
も
、
『
日
本
書
紀
』
が

文
体
的
に
純
漢
文
に
属
し
、
『
古
事
記
」
は
、
和
化
漢
文
に
属
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
訓
と
漢
字

と
に
一
定
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
己
に
ご
指
摘

(
3
)
 

が
あ
る
。
形
成
漢
字
も
例
外
で
は
な
く
、
『
日
本
書
紀
」
に
お
い
て

最
も
形
成
漢
字
の
字
種
が
多
い
の
は
、
『
古
事
記
』
ほ
ど
に
は
漢
字

と
訓
と
の
聞
に
対
応
関
係
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。

「
古
事
記
』
の
よ
う
な
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
は
、
字
種
の
選
択
が
行

わ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
古
事
記
」
と
『
万
葉
集
』

が
、
形
成
漢
字
の
使
用
状
況
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る

と
す
れ
ば
、
『
万
葉
集
』
で
も
和
化
漢
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
字
種

の
選
択
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
万
葉
集
」
で
題
詞
左
注
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字
と
和
歌

に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字
に
、
「
古
事
記
』
や
「
日
本
書
紀
』
と
の

関
係
に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
差
異
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
で
あ
る
が
、
全
体
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
は
っ
き

り
し
た
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
表
3
は
、
題
詞
左
注
に
使
用
さ
れ

た
形
成
漢
字
と
和
歌
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字
と
が
、
『
古
事
記
」

や
『
日
本
書
紀
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
字
数
自
体
は
、
題
詞
左
注
が
和
歌
の
約
二
倍
存
す
る
も
の

の
、
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
」
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
使
用
数
が
、
題
詞
左
注
、
和
歌
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
数
存
し
て
お

り
、
比
率
の
点
で
は
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
。

[表
2

『
万
葉
集
」「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
形
成
漢
字
の

使
用
状
況

手口論練 用構 難調 制苦手 請啓 感奏 念困 要諦 按 形成字漢
4 

O Olx Olx XIX xlO 010 010 010 xlO ×万

OIX XIO XIX OIX XIX XIX 010 xlO XIX 葉集

O Olx Olx xlO 010 XIX 010 Olx xlO 
× 古事記

O 010 Olx 010 010 010 O 010 010 Olx 
主

弄領 服秘 拝動 先信 死孝 奥 勘議 屈臆 怨具
7成T長

漢字

XIX XIX 010 XIX Olx XIX XIX xlO 
×× 万葉集

XIO Olx 010 XIX OIX XIX XIX XIO 

XIX Olx 010 xlO Olx O XIX XIX 010 
古事記

010 Olx 010 O 010 010 xlO Olx 010 
本書紀日

3 

(注

O
は
使
用
例
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、

×
は
使
用
例
の
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
一
不
す
。
『万
葉
集
」
に
あ
る
、
上
の

O
×
は
題
詞
左
注
で
の
使
用
例
を
、
下
の

O

×
は
和
歌
で
の
使
用
例
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
困
」
の
一
例
、
「
請
」
の
一
例
、

「動
」
の
一
例
、
「
論
」
の
一
例
、
「和
」
の

一
例
は
漢
詩
の
中
で
使
わ
れ
た
も
の
で
、

「
念
」
の
一
例
、
「
拝
」
の
一
例
、
「
論
」

の
一
例
は
手
紙
の
中
で
使
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
)



[
表
3
]

『万
葉
集
』
の
題
詞
左
注
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字
と
和
歌
に
使

用
さ
れ
た
形
成
漢
字
が
、

「古
事
記
』
と

『日
本
書
紀
」
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
た
も
の

古
事
記
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
一
日
本
書
紀
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

題
詞
左
注

字

4 

字

和
歌

字

2 

字

2 

、

「
万
葉
集
』

に
お
け
る
形
成
漢
字
の
意
味
用
法

(5
)
 

こ
こ
で
は
、
「
万
葉
集
』
に
使
用
さ
れ
た
形
成
漢
字
の
意
味
用
法
を

簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
」
に
つ
い
て
は
、

既
に
拙
稿
に
お
い
て
述
べ
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

E目。f『
万
葉
集
』
中
に
「
怨
」
が
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
例
は
、

四
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
例
が
和
歌
の
中
で
使
わ
れ
た
も
の
で
、

残
り
の
三
例
が
題
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

和
歌
で
の
「
怨
」
は
、
次
に
一
不
す
よ
う
に
恋
人
に
会
え
な
い
不
満

を
表
し
て
い
る
。

-
あ
は
ず
と
も
我
は
う
ら
み
じ
[
吾
波
不
怨
]
こ
の
ま
く
ら

わ
れ
と
思
ひ
て
ま
き
て
き
寝
ま
せ
(
巻
第
十
一

和
歌
)

二
六
二
九

題
調
左
注
で
の
「
怨
」
は
、
春
の
好
時
節
に
友
と
会
っ
て
管
弦
の

遊
び
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
満
を
表
現
し
た
も
の
(
巻
十
七

三
九
六
七
)
が
あ
り
、
他
に
鷲
や
時
鳥
が
遅
く
な
っ
て
鳴
く
こ
と
の

不
満
を
表
現
し
た
も
の
も
一
一
例
(
巻
十
七
四

O
三
O
、
巻
十
九

一
九
四
)
あ
る
。

2
う
ら
む
る
所
こ
こ
に
あ
り
[
所
怨
有
比
]
、
も
だ
を
る
こ
と
あ

た
は
ず
。
(
巻
第
十
七
三
九
六
七
題
詞
)

3
う
ぐ
ひ
す
の
お
そ
く
な
く
こ
と
を
恨
む
る
歌
[
怨
鷲
晩
塀
歌
]

一
首
(
巻
第
十
七
四

O
三
O

題
詞
)

和
歌
の
「
怨
」
が
恋
人
に
会
え
な
い
辛
さ
を
表
し
、
題
詞
の
「
怨
」

が
友
と
会
え
な
い
辛
さ
な
ど
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
和
歌
と
題
詞

と
で
は
、
「
怨
」
の
表
す
具
体
的
内
容
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
心
の
辛
さ
を
表
現
し
て
い
る

と
い
う
点
で
、
両
者
の
「
怨
」
の
聞
に
意
味
上
の
違
い
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

- 4-

威凶
「感
」
単
独
で
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
は
、
『
万
葉
集
』
に
四

例
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
題
詞
左
注
に
お
け
る
使
用
例

で
あ
っ
て
、
和
歌
の
中
で
の
使
用
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
全
集
で
は

こ
れ
を
「
メ
ヅ
」
(
二
例
)
「
カ
マ
ク
」
(
一
一
例
)
と
読
ん
で
い
る
。



全
集
で
「
メ
ヅ
」
と
読
ま
れ
た
「
感
」
は
、
い
ず
れ
も
「
賛
美
す
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

-
容
姿
佳
麗
に
し
て
、
見
る
者
自
ら
に
感
で
つ
。
[
見
者
自
感
]
(
巻

第

二

九

O

左
注
)

2
雲
公
烏
に
め
づ
る
こ
こ
ろ
に
あ
か
ず
し
て
[
不
飽
感
塞
公
鳥
]
、

懐
を
述
べ
て
作
る
歌

一
首
井
せ
て
短
歌
(
巻
第
十
九
四
一
八

O

題
詞
)

ー
の
例
は
容
姿
華
麗
な
姿
を
、

2
の
例
は
塞
公
烏
の
美
し
い
鳴
き

声
を
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
美
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
カ
マ
ク
」
と
読
ま
れ

た
「
感
」
は
、
次
の
よ
う
に
「
感
じ
入
り
心
が
動
く
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

P
A
'
hリ
畠

A
U

聖
朝
に
帰
化
ぬ
。

3
遠
く
王
徳
に
感
け
て

[遠
感
王
徳
]
、

三

四

六

一

左

注

)

4
片
時
あ
り
て
覚
き
、
即
ち
夢
の
言
に
感
け
[
即
感
於
夢
二
コ
己
、
慨

然
に
止
黙
あ
る
こ
と
を
得
ず
。
(
巻
第
五
八
一
一
一
題
詞
)

3
の
例
は
天
皇
の
仁
徳
に
、

4
の
例
は
夢
の
中
で
の
娘
の
言
葉
に

感
じ
入
り
、
心
動
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

3
で
は
、
我
が
国

に
帰
化
す
る
と
い
う
行
為
に
至
り
、

4
で
は
嘆
息
し
て
黙
る
と
い
う

行
為
に
至
る
。
「
賛
美
す
る
」
と
い
う
意
味
も
、
「
感
じ
入
り
心
が
動

く
」
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
『
万
葉

集
」
の

「感
」
は
す
べ
て
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が

(
巻
第

で
き
よ
う
。

啓
「
啓
」
が
単
独
で
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
は
、

る
。
い
ず
れ
も
、
題
詞
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

-
よ
ろ
し
い
ま
を
す
「
宣
啓
」

(
巻
第
五

2
よ
ろ
し
い
謹
み
て
ま
を
す

[宜
謹
啓
]

二
例
認
め
ら
れ

八
六
四

(
巻
第
五

題
詞
)

八
六
四

題
詞
)

こ
れ
ら
三
例
は
、
ど
ち
ら
も
吉
田
連
宜
が
太
宰
帥
大
伴
旅
人
に
対

し
て
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
啓
ス
」
と
い
う
漢

語
サ
変
動
詞
で
は
、
「
皇
太
子
、
三
宮
に
申
し
上
げ
る
」
の
よ
う
に
、

相
手
の
身
分
が
限
定
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
大
伴
旅
人

は
豪
族
で
あ
る
か
ら
、
後
の
サ
変
動
詞
の
意
味
と
は
合
わ
な
い
こ
と

に
な
る
。

- 5ー

困
「困
」
が
単
独
で
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
は
、
一
例
、
漢
詩
に

み
ら
れ
る
。
「
困
」
は
、
全
集
で
「
夕
、
ン
ナ
ム
」
と
読
ま
れ
、
「
苦
し

む
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

-
い
か
に
い
は
む
や
、
生
録
い
ま
だ
も
半
な
ら
ね
ば
、
鬼
に
よ
こ

さ
ま
に
殺
さ
れ
、
顔
色
壮
年
な
る
に
、
病
に
よ
こ
さ
ま
に
固
め



ら
る
る
ひ
と
は
や
。
[
為
病
横
困
者
乎
]
(
巻
第
五

八
九
七
)

死
「
死
」
が
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
は
、
七
十
三
例
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
和
歌
に
は
五
十
七
例
で
、
題
詞
左
注
に
は
十
六
例
で
あ

る
。
意
味
は
、
全
て
「
死
ぬ
」
で
、
同
じ
で
あ
る
0

1
旅
に
し
て
、
物
恋
之
鳴
毛
き
こ
え
ざ
り
せ
ば
恋
ひ
て
死
な

ま
し
[
孤
悲
而
死
万
思
]
(
巻
第
一
六
七
和
歌
)

2
柿
本
朝
巨
人
麻
目
、
妻
の
死
に
し
後
に

[妻
死
之
後
]
、
泣
血
哀

働
し
て
作
る
歌
二
首
(
巻
第
二
二

O
七

題

詞

)

辞
「
辞
」
が
動
詞
と
し
て
単
独
で
使
用
さ
れ
た
例
は
、
二
例
認
め
ら
れ

た
。
全
て
、
左
注
に
お
け
る
例
で
あ
る
。
全
集
で
は
一
つ
を

「
サ
ル
」

と
、
他
の

一つ
を

「イ
ナ
ブ
」
と
読
ん
で
い
る
。

-
右
、
冬
十
一
月
九
日
に
従
三
位
葛
城
王
・
従
四
位
上
佐
為
王
等
、

皇
族
の
高
名
を
辞
り
[
辞
皇
族
之
官
同
名
]、

外
家
の
橘
の
姓
を
賜

る
こ
と
を
は
り
ぬ
。
(
巻
第
六
一

O
O
九
左
注
)

2
志
は
兄
弟
よ
り
も
あ
っ
く
、
殉
死
す
る
こ
と
あ
り
と
も
、
あ
に

ま
た
い
な
び
め
や
[
山
豆
復
辞
哉
]
。
(
巻
第
十
六

左
注
)

二
八
六
九

ー
の
「
辞
」
は
「
退
く
」
「
離
れ
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、

2
の
「
辞
」
は
「
(
申
し
出
を
)
断
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
今

い
る
地
位
を
1
に
お
け
る
定
点
、
相
手
か
ら
の
申
し
出
を
2
に
お
け

る
定
点
と
す
る
な
ら
ば
、
ー
、

2
と
も
に
「
定
点
か
ら
別
の
方
向
へ

離
れ
て
い
く
」
と
い
っ
た
よ
う
な
共
通
す
る
意
味
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、

両
者
の

「辞
」
を
同
義
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問

が
残
る
。
対
象
も
「
皇
族
之
高
名
」
と
「
言
」
で
は
、
質
が
異
な
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

7
同
問

「
諦
」
が
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
は
、
十
例
認
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
全
て
が
、
題
詞
左
注
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
集
で
は

こ
れ
ら
を
「
ヨ
ム
」
と
読
ん
だ
り
「
ウ
タ
フ
」
と
読
ん
だ
り
し
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
「
和
歌
を
口
ず
さ
む
」
と
い
う
同
じ
意
味
で
あ
る
。

「口
ず
さ
む
」
対
象
も
、
和
歌
に
限
ら
れ
て
い
る
。

-
酒
た
け
な
は
な
る
時
に
、
よ
く
こ
の
歌
を
諦
み
、
も
ち
て
つ
ね

の
め
で
と
す
、
と
い
ふ
[
好
調
斯
歌
]

0

(

巻
第
十
六
三
八
一

六
左
注
)

- 6一
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6
)
 

「請
」
が
単
独
で
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
一
一
例
認
め
ら



れ
、
題
詞
や
漢
詩
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
全
集
で
は
こ
れ
ら
を
全
て

「
コ
フ
」
と
い
う
動
詞
で
読
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
「
頼
み
求
め
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

-
或
娘
子
等
、
包
め
る
乾
し
飽
を
贈
り
て
、
戯
れ
て
通
観
僧
の
呪

願
を
請
ふ
時
に
[
戯
請
通
観
僧
之
呪
願
時
]
、
通
観
の
作
る
歌

一
首
(
巻
第
三
三
二
七
題
詞
)

2
命
終
な
む
と
す
る
時
に
臨
み
、
仏
に
詣
で
て
寿
を
請
ひ
た
る
に
、

則
ち
十
八
年
を
延
べ
た
り
」
と
い
ふ
。
[
詣
仏
請
寿
]
(
巻
第
五

八
九
七
漢
詩
)

1
は
、
法
師
に
呪
願
を
頼
み
求
め
る
内
容
で
、
2
は
、
仏
に
寿
を

頼
み
求
め
る
内
容
で
あ
る
。
2
の
ほ
う
は
、

「祈
っ
て
頼
み
求
め
る
」

と
い
う
意
味
合
い
も
あ
ろ
う
が
、
l
、
2
の
「
請
」
は
同
義
と
考
え

て
よ
か
ろ
、
つ
。

奏
「
奏
」
が
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
例
は
、
九
例
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

う
ち
、
七
例
が
題
調
左
注
に
認
め
ら
れ
、
二
例
が
和
歌
に
認
め
ら
れ

る
。
全
て
、
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

次
の
一
例
を
除
き
、
残
り
は
す
べ
て
動
作
対
象
を
天
皇
と
す
る
。

や
ま
と
の
国
は
み
づ
の
う
へ
は
っ
ち
行
く
ご

と
こ
に
を
る
ご
と
お
ほ
か
み
の
い
は

ー
そ
ら
み
つ

と

舟
の
う
へ
は

ふ
な
の
へ
並
べ
た
ひ
ら
け
く

ま
を
さ
む
日
に

[奏
日
か
]
あ

(
巻
第
十
九
四
三
六
四

へ
る
国
そ
四
つ
の
ふ
ね

早
渡
り
来
て
か
へ
り
こ
と

ひ
の
ま
む
酒
そ
こ
の
豊
御
酒
は

手口

歌
)

こ
の
例
は
、
全
集
で
は
「
奏
」
の
相
手
を
、
仲
麻
呂
か
光
明
皇
后

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
(
第
四
冊
三
五
一
頁
頭
注
)
。
題
詞
に
、
「
勅

従
四
位
上
高
麗
朝
臣
福
信
遣
於
難
波
、
賜
酒
肴
入
唐
使
藤
原
朝
臣
清

河
等
御
歌
一
首
」
と
あ
る
よ
う
に
、
主
体
は
入
唐
使
藤
原
朝
臣
清
河
、

申
し
上
げ
る
相
手
は
「
勅
」
「
賜
」
な
ど
か
ら
し
て
光
明
皇
后
で
あ

ろ
う
。
「
奏
」
は
、
光
明
皇
后
を
天
皇
に
準
じ
さ
せ
た
使
い
方
と
も

み
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
「
天
皇
」
に
申
し
上
げ
る
こ
と
を
想

定
し
た
う
え
で
の
「
奏
」
の
使
い
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

『
万
葉
集
』
中
の
他
の
「
奏
」
の
例
の
意
味
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て

よ
い
か
と
思
う
。

7 

国
同

「調
」
が
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
は
、
一
例
、
和
歌
の
中
に
認

め
ら
れ
、
「
整
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

-
大
宮
の
内
ま
で
き
こ
ゆ
綱
引
す
と
網
子
と
と
の
ふ
る

[
網
子
調
流
]

海
人
の
呼
び
声
(
巻
第
三
二
三
八
和
歌
)

右
の
例
は
、
網
子
が
指
揮
し
て
、
海
人
の
掛
け
声
を
整
え
る
と
い



う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
「
調
」
の
意
味
は
、

「乱
れ
て
い
る
も
の
を
、

一
つ
に
ま
と
め
上
げ
調
和
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ー
明
H
M

zg-
「
動
」
が
動
調
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
十
七
例
で
、
左
注

や
漢
詩
に
二
例
、
和
歌
に
十
五
例
認
め
ら
れ
一旬

次

の
二
例
は
左
注

漢
詩
の
例
で
あ
る
。

-
こ
こ
に
、
中
納
言
三
輪
朝
臣
高
市
麻
日
そ
の
冠
位
を
脱
ぎ
て
朝

に
さ
さ
げ
、
重
ね
て
諌
め
ま
つ
り
て
日
く
、
「
農
作
の
前
に
、

車
駕
未
だ
以
て
動
す
べ
か
ら
ず
[
車
駕
未
可
以
動
]』
と
ま
を
す
。

(
巻
第
一
四
四
左
注
)

2
四
支
動
か
ず
[
四
支
不
動
]
、
百
節
皆
ひ
ら
き
、
身
体
は
な
は
だ

重
き
こ
と
、
な
ほ
し
鈎
石
を
負
ひ
た
る
が
ご
と
し
。
(
巻
第
五

八
九
七
漢
詩
)

ー
の
「
動
」
は
、
全
集
で

「イ
デ
マ
ス
」
と
読
ま
れ
、

「行
幸
す

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
例
は
、
引
用
外
の
本
文
に
「
日

本
紀
日
」
と
あ
り
、
日
本
紀
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

従
っ
て
、
厳
密
に
は
、

『万
葉
集
』
の
用
例
と
は
言
い
難
い
か
も
知

れ
な
い
。「
行
幸
」
は
、
天
皇
が
内
裏
か
ら
他
所
に
お
出
ま
し
に
な

る
こ
と
で
、
場
所
の
移
動
を
伴
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
動」

の
字
が
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
動
」
の

字
義
と
し
て
は
、
「
場
所
を
移
動
す
る
」
の
音
山
味
で
あ
ろ
う
。
2
は

「
ウ
ゴ
ク
」
と
読
ま
れ
、
こ
こ
で
は
「
(
手
足
が
)
動
く
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

一
方
、
和
歌
中
の
「
動
」
は
、
「
音
が
生
じ
る
」
と
い
う
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。

3
松
風
に
池
波
立
ち
辺
つ
へ
に
は
あ
ぢ
む
ら
騒
き
[
阿
遅

村
動
]
沖
辺
に
は
鴨
つ
ま
呼
ば
ひ

(巻

第

三

二

六

O

和
歌
)

3
の
例
は
、
全
集
で
「
サ
ワ
ク
」
と
読
ま
れ
た
例
で
、
あ
ぢ
の
群

が
鳴
き
騒
い
で
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
全
集
で
は
、
「
サ
ワ
ク
」

と
読
ん
だ
例
が
こ
の
他
に
二
例
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

「騒
ぐ
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

4
あ
し
ひ
き
の
や
ま
び
こ
と
よ
め

[山
響
令
動
]

呼
び
立
て

鳴
く
も
(
巻
第
九
一
七
六
一
和
歌
)

4
の
例
は
、
全
集
で
「
ト
ヨ
ム
」
と
読
ま
れ
た
例
で
、
木
霊
が
響

き
合
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
全
集
で
は
、

「ト
ヨ
ム
」
と
読
ん
だ

例
が
こ
の
他
に
七
例
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
音

(あ
る
い
は

声
)
が
響
き
合
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
サ
ワ
ク
」

と
読
ま
れ
た
例
も
、
こ
の

「ト
ヨ
ム
」
と
読
ま
れ
た
例
も
、
読
み
方

に
違
い
こ
そ
あ
れ
、
漢
字
の
意
味
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て

も
よ
か
ろ
う
。

8 



と
り
が
ね

5
と
ほ
づ
ま
と

な
な
き
[
鶏
音
莫
動
]

二
一
和
歌
)

5
の
例
は
、
全
集
で

「ナ
ク
」
と
読
ま
れ
た
例
で
、

「鶏
よ
鳴
く
な
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

「ナ
ク
」
と
読
ま
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
先
の
例
の
よ
う
に
、

「
騒
ぐ
」

「声
が
響
き
合
う
」
と
い
う
意

味
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
音
の
発
生
に
関
わ
る
意
味
の

「動
」
の
他
に
、
「
ウ

ゴ
ク
」
あ
る
い
は
「
ウ
ゴ
カ
ス
」
と
読
ん
だ
例
が
、
和
歌
中
で
も
四

例
認
め
ら
れ
る
。

6
君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
や
ど
の
簾
動
が
し

[簾
動
之
]
秋
の
風
吹
く
(
巻
第
四
四
八
八
和
歌
)

7
君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
や
ど
の
簾
動
か
し

[簾
令
動
]
秋
の
風
吹
く
(
巻
第
人

一
六
O
六

和
歌
)

8
し
き
た
へ
の
ま
く
ら
動
き
て

[枕
動
]

よ
る
も
寝
じ
思
ふ

人
に
は
の
ち
も
あ
ふ
も
の
を
(
巻
第
十

一
一
一
五

一

五

和

歌
)

9
し
き
た
へ
の
ま
く
ら
動
き
て
【
枕
動
而
]
い
ね
ら
え
ず

思
ふ
こ
よ
ひ
は
や
も
明
け
ぬ
か
も
(
巻
第
十
一

和
歌
)

6
、
7
の
「
簾
動
か
し
」
に
つ
い
て
、

た
ま
く
ら
か
へ
て
ね
た
る
よ
は

あ
け
ば
あ
け
ぬ
と
も
(
巻
第
十

O 物

二
五
九
三

『
蔦
葉
集
注
調
押
』

(
巻
四
)

「
下
二
句
は

『だ
だ
そ
の
場
の
景
趣
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
」

と
云
は
れ
て
ゐ
る
の
が
正
し
い
L

と
述
べ
、
「
高
葉
集
全
穆
」
の
説

を
採
用
し
て
い
る
。
私
も
、
6
、

7
の
下
二
句
の

「我
が
や
ど
の
す

だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く
」
を
、

『万
葉
代
匠
記
』
に

「秋
風
ノ
我

ヲ
欺
キ
テ
悩
マ
セ
ガ
ホ

ニ
簾
ヲ
打
上
ゲ
テ
来
マ
ス
音
カ
ト
迷
フ
マ
デ

吹
来
ル
意
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
な
、
風
を
人
に
喰
え
て
い
る
と
考
え

る
の
は
解
釈
と
し
て
穿
ち
す
ぎ
か
と
思
わ
れ
る
。
他
の
和
歌
の
中
で

使
用
さ
れ
て
い
る

「動
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
音
の
発
生
と
関

わ
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
こ
で
の

「動
」
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
音
の
発
生
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
る
こ
と

も
出
来
よ
う
。
「
ウ
ゴ
ク
」
と
い
う
読
み
が
示
す
よ
う
な
、
「
簾
の
動

き
」
だ
け
を
捉
え
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
秋

風
が
簾
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
簾
が
音
を
た
て
て
い
る
と
い
う

見
方
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

8
、
9
は
、

「ま
く
ら
動
き
て
」
の
例
で
あ
る
。
全
集
で
は
、
こ

こ
で
の
「
動
」
を
「
ウ
ゴ
ク
」
と
読
ん
で
い
る
が
、

『寓
葉
集
注
調
梓
』

で
は
「
ト
ヨ
ム
」
の
読
み
を
採
用
し
、
「
祷
の
枕
が
音
を
立
て
て
」

(
9
)
 

と
い
う
口
語
訳
を
し
て
い
る
。
万
葉
集
に
お
け
る
他
の

「動
」
の
使

い
方
か
ら
み
て
、
私
も
こ
の
考
え
方
に
賛
成
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

「動
」
は
、
和
歌
中
で
は

「音
(
あ

る
い
は
声
)
が
響
き
合
う
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
、
こ
れ
に
対

で
は
、

9 



し
て
題
詞
や
漢
詩
で
は
「
移
動
す
る
」
「
動
く
」
の
意
味
で
使
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

念
「
念
」
が
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
四

一
六
例
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
和
歌
以
外
に
は
手
紙
文
に

一
例
認
め
ら
れ
る
だ
け

で
、
残
り
の
四
一
五
例
は
全
て
和
歌
に
認
め
ら
れ
る
。
全
集
で
は
、

「
念
」
の
全
て
の
例
を
「
オ
モ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。
次
の
例
は
手

紙
の
例
で
あ
る
。

-
常
に
芳
徳
を
念
ふ
こ
と
[
常
念
芳
徳
]
、
い
づ
れ
の
日
に
か
よ
く

や
ま
む
。
(
巻
第
十
八
四
O
七
三
)

右
の
例
は
、
大
伴
宿
禰
池
主
か
ら
大
伴
家
持
へ
送
ら
れ
た
手
紙
の

中
で
の
用
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
、

「念
」
は

「大
伴
宿
禰
池
主
が

大
伴
家
持
の
御
徳
を
思
う
」
と
い
う
内
容
で
、

「念
」
は
「
思
う
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

和
歌
中
の
四
一
五
例
の
「
念
」
も
、
全
て

「
思
う
」
と
い
う
意
味

に
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
思
う
し
と
い
う
意
味
は
、
文
脈
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
に
口
語
訳
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
思
う
」
内
容
が
自
分

の
こ
と
で
あ
る
場
合
に
は
、

「自
分
の
こ
と
を
益
荒
男
だ
と
考
え
る
」

「自
分
の
命
が
長
か
れ
と
願
う
」
「
自
分
が
恋
人
に
会
え
る
予
感
が
す

る
」
な
ど
と
口
語
訳
さ
れ
る
し
、
恋
す
る
相
手
の
場
合
だ
と
、

「相

手
を
恋
い
慕
う
」
と
口
語
訳
さ
れ
た
り
、
「
恋
人
を
思
い
出
す
」
や

「
逢
お
う
と
決
心
す
る
」
な
ど
と
口
語
訳
さ
れ
た
り
す
る
。
他
に
も
、

「
昔
の
伝
説
を
偲
ぶ
」
と
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
「
季
節
の
変

わ
り
目
が
わ
か
る
」
と
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

『
万
葉
集
」
に
お
け
る

「念
」
の
意
味
の
細
か
な
検
討
に
つ
い
て
は
、

別
に
稿
を
成
す
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、

全
て

「
念
」
を
「
思
う
」
と
い
う
意
味
で
捉
え
て
お
く
こ
と
と
し
た

iv 
事
十

「拝
」
が
単
独
で
動
調
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
題
詞
や
手

紙
に
三
例
、
和
歌
に
二
例
の
計
五
例
で
あ
る
。

次
に
示
す
例
は
、
題
詞
の
例
で
あ
る
。

-
ひ
ざ
ま
づ
き
て
封
面
を
開
き
、
を
ろ
が
み
て
芳
藻
を
読
む
。
[拝

読
芳
藻
]
(
巻
第
五
八
六
四
手
紙
)

2
冬
十
一
月
、
大
宰
の
官
人
等
、
香
椎
の
廟
を
拝
み
ま
つ
り
[
奉

拝
香
椎
廟
]
、
誌
は
り
て
退
り
帰
る
時
に
、
馬
を
香
椎
の
浦
に
駐

め
て
、
各
懐
を
述
べ
て
作
る
歌
(
巻
第
六
九
五
七
題
詞
)

3
夏
四
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
賀
茂
神
社
を
拝
み
奉
る
時
に
[
奉

拝
賀
茂
神
社
之
時
]
、
便
ち
逢
坂
山
を
越
え
、
近
江
の
海
を
望

み
見
て
、
晩
頭
に
帰
り
来
り
て
作
る
歌

一
首
(
巻
第
六
一

O

- 10 



一
七
題
詞
)

2
、
3
は
い
ず
れ
も
「
神
社
」
が
行
為
の
対
象
で
、
「
拝
」
の
意

味
は
、
「
拝
む
」
で
あ
ろ
う
。
ー
は
、
行
為
の
対
象
が
「
封
函
」
と

他
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
「
神
社
」
に
対
す
る
例
と
同
様
に
、
貴
人

か
ら
の
便
り
に
対
し
、
畏
敬
の
念
を
以
て
、

「
伏
し
拝
も
」
意
と
し

て
「
拝
」
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「ひ
ざ
ま
づ
き
て
」
と
い
う

動
作
か
ら
も
、
膝
を
折
り
曲
げ
る
よ
う
な
特
定
の
所
作
を
伴
っ
た
行

為
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
尚、

全
集
で
は
、
こ
れ
ら
の

「拝
」
を
全
て
「
ヲ
ロ
ガ
ム
」
と
読
ん
で
い
る
。

次
に
和
歌
の
例
で
あ
る
。

4
や
す
み
し
し

我

が

大
君
高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
馬

並
め
て
み
狩
立
た
せ
る
若
薦
を
猟
路
の
小
野
に
鹿
こ

そ
ば
い
這
ひ
を
ろ
が
め

[伊
波
比
拝
目
]
鶏

な

す

い
這
ひ

も
と
ほ
り
恐
み
と
仕
へ
ま
つ
り
で
ひ
さ
か
た
の
天
見

る
ご
と
く
ま
そ
鏡

仰
ぎ
て
見
れ
ど
春
草
の
い
や
め
づ

ら
し
き
我
が
大
君
か
も

(巻
三

二

三

九
)

右
の
例
の
「
拝
」
も
、
先
の
1
、

2
、
3
の
「
拝
」
と
同
じ
よ
う

に、

「伏
し
拝
む
」
の
意
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
い
這
ひ
」
と
い

う
表
現
か
ら
、
脆
く
と
い
う
特
定
の
所
作
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
伺

わ
れ
、

「恐
み
と
」
か
ら
畏
敬
の
念
が
伺
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
行
為

の
対
象
は

「大
君
と
皇
子
」
、
主
語
は
前
者
が

「鹿
」、
後
者
が
鹿
と

同
様
の
所
作
を
す
る
で
あ
ろ
う

「
詠
者
」

で
あ
る
。
畏
敬
の
念
は
、

い
ず
れ
も
「
大
君
と
皇
子
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

'q 

土
会

「封
」
は
、

題
調
で
使
用
さ
れ
た
次
の

一
例
で
あ
る
。

ー
し
か
の
み
に
あ
ら
ず
、
あ
さ
け
の
み
ね
に
雲
移
り
、
松
は
う
す

も
の
を
掛
け
て
蓋
を
か
た
ぶ
く
、
ゆ
ふ
ベ
の
み
ね
に
霧
結
び
、

鳥
は
う
す
も
の
に
と
ぢ
ら
れ
て
林
に
迷
ふ
。
[
鳥
封
穀
而
迷
林
〕

(
巻
第
五
八
一
五
題
詞
)

こ
こ
で
の
「
封
」
は
、
「
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
意
味
で

あ
ろ
う
。
主
語
は

「鳥
」
で
、
鳥
が

「霧
の
雌
」
に
よ
っ
て
「
閉
じ

こ
め
ら
れ
る
」
と
い
う
内
容
の
文
で
あ
る
。

- 11-

日以
白
日

u
「
服
」
は
、
十
六
例
が
単
独
で
使
用
さ
れ
、
全
て
和
歌
の
中
で
使
用

(日
)

さ
れ
て
い
る
。
読
み
も
全
集
で
は
全
て
「
キ
ル
(
着
る
)
」
と
読
ん

で
い
る
。

次
に

「服
」
の
単
独
例
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
、
意
味
を
考
え
る
。

1
人
見
ず
は
我
が
袖
も
ち
て
隠
さ
む
を
焼
け
つ
つ
か
あ
ら

む
着
ず
て
き
に
け
り

[不
服
而
来
々
]
(
巻
第
三

二
六
九

和
歌
)



2
つ
く
ま
野
に
生
ふ
る
紫
草
衣
に
染
め
い
ま
だ
着
ず
し
て

e

[

未
服
而
]
色
に
出
で
に
け
り

(
巻
第
三

三

九

五

和

歌

)

右
の
一
一
例
の

「
服
」
の
意
味
は
、
「
着
る
」
で
あ
る
。
1
の
主
語
は
、

恋
人
で
あ
ろ
う
。
行
為
の
及
ぶ
対
象
は
着
物
で
あ
る
。
2
の
主
語
は

こ
の
歌
の
詠
み
手
で
あ
り
、
行
為
の
及
ぶ
対
象
は
「
衣
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
旦
ハ
体
例
を
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
他
の
十
四
例
も
全
て
、

「
着
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

用
「
用
」
は
、
十
一
例
が
認
め
ら
れ
、
九
例
が
和
歌
の
中
で
使
用
さ
れ
、

残
り
の
二
例
が
題
詞
で
使
用
ら
れ
て
い
る
。

-
人
見
ず
は
我
が
袖
も
ち
て
[
我
袖
用
手
]
隠
さ
む
を
焼
け

つ
つ
か
あ
ら
む
着
、
ず
で
き
に
け
り
(
巻
第
三
二
六
九
和

歌
)

2
燃
ゆ
る
火
を
雪
も
て
消
ち
降
る
雪
を
火
も
て
消
ち
つ
つ

[
火
用
消
通
都
]
(
巻
第
三
一
一
一
一
九
和
歌
)

右
の
一
一
例
の
「
用
」
は
、

「
モ
チ
テ
」
「
モ
テ
」
と
読
ま
れ
た
も
の

で
、
「
用
い
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ー
は
「
袖
を
用
い
て
山
焼

き
の
火
を
隠
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

2
は
「
火
を
用
い
て
雪
を

消
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
残
り
の
九
例

も
、
全
て
「
用
い
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

要
「要
」
は
、
二
例
が
単
独
で
使
用
さ
れ
、
い
ず
れ
も
和
歌
の
中
で
使

用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
要
」
の
二
例
を
掲
げ
、
意
味
を
考
え
る
。

ー
あ
り
あ
り
て
の
ち
も
逢
は
む
と
こ
と
の
み
を
か
た
く
言

ひ
っ
つ
[
堅
要
管
]
逢
ふ
と
は
な
し
に
(
巻
第
十
二
三
一
一

三
和
歌
)

2
わ
が
ゆ
ゑ
に
い
た
く
な
わ
び
そ
の
ち
つ
ひ
に
逢
は
じ
と

言
ひ
し
「
不
相
登
要
之
」
こ
と
も
あ
ら
な
く
に
(
巻
第
十
二

三

二

六

和

歌

)

右
の
二
例
の
「
要
」
は
、
い
ず
れ
も
「
イ
フ
(
言
ふ
)
」
と
い
う

動
詞
で
読
ま
れ
た
も
の
で
、

「
(
言
葉
で
)
約
束
す
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。

12 

領
「
領
」
は
、
二
例
が
認
め
ら
れ
、

て
い
る
。

-
我
が
衣
君
に
着
せ
よ
と
ほ
と
と
ぎ
す

[
五
ロ
乎
領
]
袖
に
き
ゐ
つ
つ
(
巻
第
十

2
沖
つ
国
う
し
は
く
君
が
[
領
君
之
]

の
屋
形
神
が
と
渡
る
(
巻
第
十
六

い
ず
れ
も
和
歌
の
中
で
使
用
さ
れ

吾
を
う
な
が
す

一
九
六
一
和
歌
)

ぬ
り
や
か
た
に
ぬ
り

三
八
八
八
和
歌
)



ー
の
「
領
」
は
、
全
集
で
は
「
ウ
ナ
ガ
ス
」
と
読
ま
れ
た
も
の
で
、

「
命
令
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
2
の
「
領
」
は
、
全
集
で

は
「
ウ
シ
ハ
ク
」
と
読
ま
れ
た
も
の
で
、
「
神
が
空
間
を
領
有
す
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
「命
令
す
る
」
の
意
味
の

1
の
例
も
、
「
命

令
に
よ
っ
て
私
を
領
有
す
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
時
鳥
の
行
為
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

2
と
同
じ
よ
う
な

「領
有
す
る
」
と

い
う
意
味
が
根
底
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、

ー、

2
の

「領
」
は
同

じ
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

4
岡

「論
」
は
、
三
例
が
単
独
で
使
用
さ
れ
、
題
調
や
漢
詩
、
手
紙
の
中

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ー
そ
の
う
る
は
し
き
こ
と
、
あ
げ
て
あ
げ
つ
ら
ふ
べ
か
ら
ず

[不

可
勝
論
]
(
巻
第
五
八
一

三

題
詞
)

2
常
に
弓
矢
を
執
り
、
六
斎
を
避
け
ず
、
値
ふ
所
の
禽
獣
の
、
大

き
な
る
と
小
さ
き
と
、
は
ら
め
る
と
は
ら
ま
ぬ
と
を
い
は
ず

[不

論
大
小
字
及
不
字
]
(
巻
第
五
八
九
七
漢
詩
)

3
時
を
論
じ
て
こ
と
わ
り
に
合
は
ば
[
論
時
合
理
]
、
何
せ
む
に
強

吏
と
し
る
さ
む
や
(
巻
第
十
八
四
一

三
二
手
紙
)

ー
の
「
論
」
は
、

全
集
で
は
「
ア
ゲ
ツ
ラ
フ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
で
、

「論
じ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
石
の
見
事
さ
を
、

口
で
あ
れ
や
こ
れ
や
と
論
じ
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
内
容

で
あ
る
。
2
の
「
論
」
は
、
全
集
本
で
は
「
イ
フ
(
言
ふ
こ
と
読
ま

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
「
論
じ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
「
鳥
が
大
き
か
ろ
う
が
小
さ
か
ろ
う
が
、
子
を
苧
ん
で
い
よ
う
が

い
ま
い
が
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
論
じ
争
う
こ
と
も
せ
ず
に
」
と
い
っ
た

内
容
で
あ
ろ
う
か
。
3
の
「論
」
は
、
全
集
で
は
サ
変
動
詞
で
読
ま
れ

た
も
の
で
、
こ
こ
で
も
「
論
じ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

nu 
壬
干

「
和
」
は
、
二
十
七
例
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
題
詞
や
左
注
、
漢

詩
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
十
六
例
、
和
歌
の
中
で
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
例
で
あ
る
。

ま
ず
、
題
詞
や
左
注
、
漢
詩
の
「
和
」
の
例
か
ら
み
て
い
く
。

-
藤
原
夫
人
の
和
へ
奉
る
歌

一
首

[藤
原
夫
人
奉
和
歌

一
首
]
(巻

第
二

・
一
O
四
題
調
)

2
石
川
郎
女
の
和
へ
奉
る
歌
一
首
[
石
川
郎
女
奉
和
歌

一
首
]
(巻

第
二

・
一
O
八
題
詞
)

3
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ぐ
[
気
淑
風
和
]

(
巻
第
五
八
一
五
題
詞
)

4
既
に
し
て
、
琴
縛
性
を
得
、
蘭
契
光
を
や
は
ら
げ
た
り
[
蘭
契
和

光
]
(
巻
第
十
七
三
九
七
二
漢
詩
)
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ー、

2
の

「和
」
は
、
「
唱
和
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
相
手
の

和
歌
に
対
し
て
返
歌
を
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
全
集
で
は
、
こ

れ
ら
を

「コ
タ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。
3
は
「
穏
や
か
に
な
る
」
と

い
う
意
味
で
、

4
は
「
穏
や
か
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
3
、

4
と
も
に
、
主
語
は

「風
」
「光
」
と
い

っ
た
自
然
現
象
で
、
う
ら

ら
か
な
春
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
全
集
で
は
、

3
を

「
ヤ
ハ
ラ

グ
」
(
四
段
活
用

・
自
動
詞
)
、
4
を
「
ヤ
ハ
ラ
グ
」
(
下
二
段
活
用
・

他
動
詞
)
で
読
ん
で
い
る
。
万
葉
集
の
題
詞
や
左
注
、
漢
詩
で
使
用

さ
れ
た
「
和
」
二
十
六
例
の
う
ち
、
「
唱
和
す
る
」
の
意
味
の
も
の

は
二
十
四
例
、

「穏
や
か
に
な
る
」
「
穏
や
か
に
す
る
」
の
意
味
の
も

の
は
二
例
で
あ
る
。

和
歌
で
使
用
さ
れ
た
「
和
」
は、

次
の
一

例
で
あ
る
。

5
鶏
が
鳴
く
東
の
国
の
御
軍
士
を
召
し
た
ま
ひ
て

や
ぶ
る
人
を
和
せ
と
[
人
乎
和
為
跡
]

ま
つ
ろ
は
ぬ

皇
子
な
が
ら
任
け
た
ま
へ
ば

(巻
第
二

ち
は
国
を

治
め
と

和
歌
)

右
の
「
和
」
は、

「平
定
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
も

の
で
、

全
集
で
は
こ
れ
を

「
ヤ
ハ
ス
」
と
読
ん
で
い
る
。
和
歌
の

「
和
」
は
こ
の

一
例
し
か
な
い
が
、
和
歌
以
外
で
使
わ
れ
た

「和」

と
は
意
味
が
異
な

っ
て
い
る
。
「平
定
す
る
」
の
意
味
は
、
上
代
成

立
の
文
献
で
は
、

「古
事
記
」
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
万

九
九

葉
集
の
和
歌
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
傾
向
を
考
え
る
上
で
、
注
目
さ

れ
る
。

一一、

「
万
葉
集
』
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

形
成
漢
字
の
意
味
用
法

こ
こ
で
は
、
先
に
述
べ
て
き
た

『万
葉
集
」
に
お
け
る
形
成
漢
字

の
意
味
用
法
を
も
と
に
、
さ
ら
に
先
に
拙
稿
で
示
し
た

『古
事
記
」

と
「
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
形
成
漢
字
の
意
味
用
法
を
こ
れ
に
加
え

て
、
三
文
献
に
お
け
る
形
成
漢
字
の
意
味
用
法
を
比
較
し
て
み
た
い
。

表
4
は
、
『
万
葉
集
』
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
形
成
漢

(
日
)

字
の
意
味
用
法
を
、
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
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[表
4
]

『万
葉
集
」

「古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
形
成
漢
字
の
意
味

用
法
の

一
覧
表

怨 言曲 奏 念 漢字

怨む

和歌詠むを

天
思う

左注皇に

調題 申し 手紙
万

和歌 詞題

和歌) 上げ

和歌
葉

る

左注
題

集

詞

怨む
そ 天

a恩つ
ずさ んら

皇
古

むじ
申し

て
し、 上 事
る 11 
る

と 言己
を
口

怨む 声をZ苦Eさそら 奏演す 天皇に 思う
挙げ) むんじ

る申し
日

て喜む て 本
歌う いを 上

』ア 書
る

と
紀を

口
ず



臆 信 請 申j 調 啓 領 屈 具

ナ ナ 頼 ナ 百L 大 メロ当ロ、

有領す
ナ ナ

ン ン
求み

ン 歌をれ
)詞宰帥 じ ユ〆 ン

整着落ちえ j態ている犬

る
め

長L 布llIS 
る

る

和歌
題詞 カミ lニ 上

せあ 11 

漢詩
るる る

和( のも
題

ナ
信用す

願
統す治 律調す

ナ ナ ナ

準備揃えし
ユノ すい ン y y 

る
る事を

る る
す
る る

頼
み

事を

ナ
信用す 招く 願う上相手 法を止禁防ぐを{即立詔を統す治

上献乱乱
聞く 申L天皇

命人 i古分自率 曲げ勢い 作ら 身に備準γ 

ま

じをめ い
げに 制定す す 執のす出 る使う るのる るが れ備わ し

る
祈手る願望

るる式る るいい 上 や
そ

るtす 喜
るる

げ王自
所有と 7うま 整てる揃え

状 状能
る太 れ つる

る や 子
す る 式己イ立 11 

態が みJ るも る 姿車国
る Z 大

を 落 せ 臣
な

申 政 ち る 等 る
し 務 着 の

成凶 勘要 按 練 先 弄 秘 拝 孝 講 辞 国 興

感ナ
約束す ナシ

ナ ナナ ナ f芋ナ ナ別申 苦 ナ

左注 じ ン ン ンン ユ/ 和~ 謁す ユノ ンれ し し ン
め

入，りb る る )を出を る

カま
和歌 題

申し ) 
漢詩

動く 詞 出雲
る

題詞
手
玉i主幸巴紙

動感す
ナ ナナ ナ ナナ

ナシ 斎潔し
拝 ナ ナ

申し
ナ

こ発生
ナ

ユ〆 ンン ン コ/ン'
謁す
ユノ y y ン

出を
すき

る て る せ

護奉仕す

る

断
事をる

4ヲB 起百き| 

嘆く 動す感 ナシ 力ずく約束す
ナ鍛え 選

優先する 先行動にを 先立てにつ

愛可 ナシ 任命す 拝謁す 従つ 学ぶ 義講す 別れ申L 
苦し 目声を 築く起建造 発起発生

シ占J が品見 こてるこ 生こ
る カヨ

)を出を
む 挙げる する すきるす

る でる る るる る め せる
押 て る
し 起進 申出し ) 断る

起虫主ヲ 事ヨをl 
と こ む
ど す
め る

る
き
起
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手日 論 用 sA 補 難 動 死

穏やか穏やか平定す 和唱す
論そ 着 ナ ナ 場動騒響鳴り 死

~じ tL る ンJ
シ 所を(く(ぐ ぬ

る を

和歌ににる る 用 移漢和く 題

なる する (和歌 ( 題
通い 動詩歌( 詞
詞 て す--和

(漠詩 (題詞 ) 詞 題 る 歌
左注

漢詞
左注詩

和歌
和和整

平定 三Eじ岡A 用 着
従HすE 
ナ ナ 動く い目鳴り 死

u、 る こ/ ン ぬ
る る 騒ぐ響く

る る

相お
論じ
そ用
飲む2岬E免除着る付従きう罪に服従す服従す

ナ
難いし 遠慮す

震え大き騒が発生行動活発動か 殺死
応手良互 れい ン すぬ

じのすくい る をる 害す 服 るなしす起をにす
て詠に 用 1:る するる とる -声を くる な

書んる心
し、 よ る こ 思 動く な こる

歌ゃだ を
て 乗 と つ 出るす

漢通 る 申を す

を詩わ し
返やせ 出
す歌て る
に仲

(
注
ナ
シ
と
あ
る
の
は
、
そ
の
形
成
漢
字
が
使
用
さ
れ
て

い
な
い

こ
と
を
一
不
す
。

意
味
的
に
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
同
じ
行
に
対
応
す
る
形
で
、
意
味
を

示
し
て
い
る
。「
万
葉
集
』
は
、
題
詞
、
和
歌
等
の
別
を
示
し
た
)

字 日 古万を
本宮#、さ

対れ 書 干 木意て
しを 紀 記集味
てみ の表
、る 意 意意数 4

味 味 味とを
つ久 が が がいも
の::! 9 8 7 6 5 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 うと
芦万つつつつつつつつつつつつつつつつつ観に
味葉 の の の点さ
が差 漠 漠 漠から

字 字 字らに
応と 分、

す~ 1 1 1 1 1 0 5 13 7 0 1 2 16 2 0 2 14類三
名古字字字字字字字字字字字字字字字字字す作
と事 る 品
γ亘 とそ

次れ
去は のぞ
で よ れ
、形 うの
同成 に形
じ漢 な成
傾字 る漢
向 一 。字

16一



に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「日
本
書
紀
』
で
は
、

形
成
漢
字
一
字
に
対
し
て
、
二
つ
の
意
味
が
対
応
す
る
も
の
が
十
三
一

例
で
最
も
多
い
。
ま
た
、
形
成
漢
字
に
五
つ
の
意
味
が
対
応
す
る
も

の
か
ら
、
九
つ
の
意
味
が
対
応
す
る
も
の
ま
で
一
例
ず
つ
存
す
る
こ

と
か
ら
も
、
形
成
漢
字
二
子
に
対
し
て
、
複
数
の
意
味
が
対
応
す
る

と
い
う
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
傾
向
は
、
先
に
あ
げ
た
『
万

葉
集
』
や
『
古
事
記
』
の
傾
向
と
は
か
な
り
異
な
る
違
い
を
見
せ
て

い
る
。
次
に
、
表
4
を
も
と
に
し
て
、
各
形
成
漢
字
の
意
味
が
『
万
葉
集
』

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
ど
の
作
品
に
み
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
み
て
い
く
。
各
形
成
漢
字
の
意
味
を
、
「
万
葉
集
』
の
み

に
存
し
他
作
品
に
は
存
し
な
い
も
の

a
、
『
日
本
書
紀
』
の
み
に
存

す
る
も
の

b
、
と
い
っ
た
よ
う
に
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

a
万
葉
集
単
独

「困
」
(
苦
し
め
る
)
/

「動
」
(
動
か
す
)

な
る
)
/

「
和
」
(
穏
や
か
に
す
る
)

b
日
本
書
紀
単
独

「奏
」
(
演
奏
す
る
)
/

「
諦
」
(
経
を
読
む
)
/
「
詞
」
(
声
を
あ

げ
て
歌
う
)
/

「具」
(
身
に
備
わ
る
)
/

「具」

(
作
ら
れ
て
整
っ

た
姿
に
な
る
)
/

「
屈
」
(
勢
い
が
そ
が
れ
る
)
/

「
屈
」
(
曲
げ

る
)
/

「
領
」
(
率
い
る
)
/

「領」

(
治
め
る
)
/
「
領
」
(
人
を

/

「
和
」
(
穏
や
か
に

使
う
)
/

「啓
」
(
天
皇
や
皇
太
子
、
大
臣
等
に
申
し
上
げ
る
)

/

「
啓
」
(
聞
く
)
/
「
調
」
(
乱
れ
て
い
る
状
態
が
落
ち
着
く
)

/

「調」
(
献
上
す
る
)
/
「
制
」
(
詔
を
出
す
)
/
「
制
」(
即
位

の
式
を
挙
げ
ず
に
政
務
を
執
る
)
/

「制
」
(
防
ぐ
)
/
「制」
(禁

止
す
る
・
制
止
す
る
)
/

「
制
」
(
法
を
制
定
す
る
)
/

「
制
」
(
願

う
)
/
「制」
(招
く
)
/
「
興
」
(
発
生
す
る
)
/

「
輿
」
(
起
こ

る
)
/
「
輿
」
(
造
る
)
/

「
興
」
(
建
て
る
)
/

「興
」
(
起
こ
す
)

/

「
興
」
(
築
く
)
/
「
興
」
(
声
を
あ
げ
る
)
/
「
輿
」
(
日
が
覚

め
て
起
き
出
す
)
/

「困
」
(
苦
し
む
)
/

「
講
」
(
講
義
す
る
)

/

「
講
」
(
学
ぶ
)
/

「
孝
」
(
従
う
)
/

「
拝
」
(
任
命
す
る
)
/

「弄
」
(
可
愛
が
る
)
/

「先
」
(
先
に
立
っ
て
進
む
)
/

「先
」(先

に
行
動
を
起
こ
す
)
/

「
先
」
(
優
先
す
る
)
/
「
練
」
(
選
ぶ
)

/
「
練
」
(
鍛
え
る
)
/

「
要
」
(
力
ず
く
で
押
し
と
ど
め
る
)
/

「感」

(
嘆
く
)
/

「
死
」
(
殺
す
)
/

「
動
」
(
動
か
す
)
/

「動
」

(
活
発
に
な
る
)
/

「
動
」
(
行
動
を
起
こ
す
)
/
「
動
」
(
発
生

す
る
)
/

「難
」
(
遠
慮
す
る
)
/

「難」

(難
し
い
と
思
う
)
/

「服
」(
服
従
す
る
こ
と
を
申
し
出
る
)
/

「
服
」
(
罪
に
服
す
る
)

/

「
服
」
(
付
き
従
う
)
/

「服」

(
免
除
す
る
)
/

「服
」
(
馬
の

背
に
乗
る
)

/

「
服
」
(
飲
む
)
/

「和」
(
お
互
い
に
心
を
通
わ

せ
て
仲
良
く
す
る
)
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c
古
事
記
単
独

「調
」(調
律
す
る
)
/

「拝
」
(
潔
斎
し
て
護
り
奉
仕
す
る
)

d
万
葉
集
と
日
本
書
紀
と
に
認
め
ら
れ
る

「
領
」
(
自
分
の
所
有
と
す
る
)
/

「
領
」
(
命
じ
る
)
/

「
要
」
(
約

束
す
る
)
/

「
用
」
(
そ
れ
を
用
い
て
)
/

「和
」
(
唱
和
す
る
)

e
万
葉
集
と
古
事
記
と
に
認
め
ら
れ
る

「動」
(
動
く
)
/
「
和」
(
平
定
す
る
)

f
日
本
書
紀
と
古
事
記
と
に
認
め
ら
れ
る

「調」
(
そ
ら
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
口
ず
さ
む
)
/

「
具
」
(
準
備

し
備
え
る
)
/

「調」

(乱
れ
て

い
る
状
態
に
あ
る
も
の
を
整
え

落
ち
着
か
せ
る
)
/

「制」

(
統
治
す
る
)
/

「
信
」
(
信
用
す
る
)

/

「
興
」
(
発
生
さ
せ
る
)
/

「服
」
(服
従
す
る
)
/

「用
」(用

い
る
)

g
万
葉
集
と
古
事
記
と
日
本
書
紀
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る

「奏
」
(
天
皇
に
申
し
上
げ
る
)
/

「怨
」
(
怨
む
)
/

「念
」
(思

う
)
/

「
請
」
(
頼
み
事
を
す
る
)
/
「
拝
」
(
拝
謁
す
る
)
/

「感」
(
感
動
す
る
)
/

「死」

(
死
ぬ
)
/

「
動
」
(
鳴
り
響
く
)

/

「
動
」
(
騒
ぐ
)
/

「服
」
(
着
る
)
/
「
論
」
(
論
じ
る
)

こ
の
分
類
し
た
も
の
を
み
る
と
、

『
万
葉
集
』
の
み
に
認
め
ら
れ

る
意
味
、
『
古
事
記
』
の
み
に
認
め
ら
れ
る
意
味
は
、
少
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
「
万
葉
集
」
の
み
に
認
め
ら
れ
る
意
味
で

「困
」(
苦
し
め
る
)
、
「
動
」
(
動
か
す
)
、
「
和
」
(
穏
や
か
に
な

「和」
(
穏
や
か
に
す
る
)
は
、
い
ず
れ
も
和
歌
以
外
に
存
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
和
歌
に
は
単
独
例
が
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
の
み
に
認
め
ら
れ
る
意
味
は
、
か

な
り
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
形
成
漢
字
の
意
味
の
面
か

ら
み
て
も
、
『
日
本
書
紀
』
は
、
『
万
葉
集
』
や
『
古
事
記
』
と
は
異

な
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
先
に
形
成
漢
字
の
字
種
に
お
い
て
、

『
万
葉
集
」
や
『
古
事
記
」
に
お
い
て
選
択
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
述

べ
た
が
、
形
成
漢
字
の
意
味
に
お
い
て
も
字
種
の
場
合
と
同
じ
よ
う

に
先
の
三
作
品
に
お
い
て
選
択
が
行
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

、円ノ
。

あ
る
、

る)、
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わ

り

以
上
、
『
万
葉
集
』
『
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
と
い
っ
た
、
上
代

成
立
の
三
作
品
を
取
り
上
げ
、
形
成
漢
字
と
い
う
枠
組
み
を
設
け
、

そ
の
意
味
用
法
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
今
ま
で
に
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
形
成
漢
字
の
字
種
と
い
う
点
か
ら
も
、
ま
た
意
味
と
い

う
点
か
ら
も
、
『
万
葉
集
』
と
『
古
事
記
』
と
の
関
係
が
近
く
、
『
日

本
書
紀
』
が
こ
れ
と
違
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
漢
字
を
、
日
本
語
を
表
記
す
る
た
め
に
い
か
に
選
択
し
、
使

用
し
て
き
た
の
か
。
こ
の
問
題
の
一
端
を
、
私
と
し
て
は
大
ま
か
に



捉
え
ら
れ
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
尚
、
個
々
の
形
成
漢
字
に
つ
い
て

は
問
題
が
残
る
。
こ
れ
を
一
点

一
点
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

今
後
は
、
上
代
に
お
け
る
考
察
を
も
と
に
し
て
、
個
々
の
形
成
漢

字
の
意
味
用
法
の
変
化
し
て
い
く
様
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
形
成
漢
字
と
い
う
枠
組
み
を
設
け
た
以
上
、

一
字
漢
語
サ
変
動
調
と
の
関
わ
り
も
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
ろ
う
。

表
4
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
作
品
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
意
味
に

つ
い
て
、
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
と
の
関
わ
り
を
み
て
い
く
と
、

一
致
す
る
点
、
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

例
え
ば
、
二
子

漢
語
サ
変
動
詞
に
は
、
「
念
」
に
「
堪
え
る
」
、
「
請
」
に
「
招
く
」
、

「
服
」
に
「
飲
む
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
が
存
す
る
が
、
上
代
三

作
品
の
形
成
漢
字
で
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
要
因
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
検
討
資
料

を
密
に
し
た
う
え
で
考
え
て
い
き
た
い
。

(注
)
(1
)

『古
事
記
』
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
用
字
法
古
事
記
と

源
氏
物
語
を
比
較
し
て
」

(『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』
第
九

号
平
成
十

一
年
七
月
)
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

「日
本
書

紀
」
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
日
本
書
紀
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
用
法

|
古
事
記
及
び
源
氏
物
語
と
の
比
較
に
よ
る
」
(
「
広
島
女
学
院
大

学
日
本
文
学
』
第
十
号
平
成
十
一
年
七
月
)
を
参
照
い
た
だ
き
た

(2)

「
源
氏
物
語
」
に
使
用
さ
れ
た
漢
語
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
は
、

『源

氏
物
語
大
成
」
(中
央
公
論
社
池
田
亀
鑑
編
昭
和
二
十
八
年
八
月

三
十
一
日
発
行
)
の
索
引
に
よ
り
検
索
し
た
。

(3
)

古
事
記
音
訓
表

(上
)(
下
)(
小
林
芳
規
著
「
文
学
」
第
四
十
七
巻

第
八
号
第
十
一
号
昭
和
五
十
四
年
八
月
・
十

一
月
)

『古
事
記
」(
小
林
芳
規
著
青
木
和
夫
・
石
母
田
正
・
佐
伯
有
清
著

「日
本
思
想
大
系
」

第

一
巻
岩
波
書
庖
昭
和
五
十
七
年
)

(4
)

「こ
う
ず
」
(困
ず
)
に
つ
い
て
は
、
今
昔
物
語
の
用
例
か
ら
「
極
ず
」

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
本
稿
は
、

「困
ず
」
と
し
て
解
釈
し
た
が
、

問
題
が
残
る
か
も
知
れ
な
い
。

(5
)

万
葉
集
の
用
例
の
検
索
は
、
「
万
葉
集

(l
)
i
(
4
)」
(『日
本
古

典
文
学
全
集
」
第
十
七
版
小
島
憲
之
木
下
正
俊
佐
竹
昭
広

校
注
・
訳
者
株
式
会
社
小
学
館
昭
和
六
十
一
年
九
月
一
日
発

行
)
に
よ
る
。
ま
た
、
本
論
に
掲
げ
る
用
例
も
同
書
に
よ
る
。

(6
)

ほ
か
に
、

「請
説
」
(コ
ヒ
ト
ブ
ラ
フ
)
「
望
請
」
(
ネ
ガ
ヒ
コ
フ
)
の
例

も
あ
る
が
、
一
字
か
ら
成
る
も
の
の
み
を
取
り
上
げ
た
た
め
、
二
字
で

複
合
動
詞
と
成
る
も
の
は
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
し
た
。

(7
)

他
に
散
動

(サ
ワ
ク
)、

立
動

(タ
チ
サ
ワ
ク
)、
侵
動

(ヲ
カ
シ

キ
ホ
フ
)
、
渓
動

(
コ
グ
)、

喚
動

(ヨ
ビ
ト
ヨ
ム
)、
来
鳴
動

(キ
ナ

キ
ト
ヨ
モ
ス
)
と
い
っ
た
よ
う
に
、
漢
字
二
字
を
和
語
動
詞
一
一
請
に
当
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て
た
も
の
や
、
漢
字
二
字
以
上
で
複
合
動
詞
に
読
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
。

(8)

「
高
葉
集
注
稗
』
(
浮
潟
久
孝
著
中
央
公
論
社
発
行
昭
和
四
十

一
年
十
一
月
一
日
巻
四
・
十
一
版
巻
十
一

・
七
版
)

(9)

「
「動
」
を
旧
訓
、
諸
注
に
ウ
ゴ
ク
と
訓
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
こ
は

前
(
二
五
二
二
二
五
一
四
)
の
二
首
の
『
動
」
と
共
に
ト
ヨ
ミ
と

訓
ん
だ
方
が
よ
く
は
な
い
か
と
橋
本
四
郎
君
が
云
は
れ
る
。
次
の
巻
に

「
言
問
へ
や
』
と
あ
っ
て
、
単
に
動
く
だ
け
で
な
く
、
音
を
立
て
る
と

見
る
方
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
」
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
(
『
蔦
葉
集

注調押
』
巻
十
一
二
四
二
頁
)

(
印
)
他
に
は
、
「
作
服
」
(
ツ
ク
リ
キ
ル
)
、
「
取
服
」
(
ト
リ
キ
ル
)
、
「
縫

服
」
(
ヌ
ヒ
キ
ル
)
、
「
累
服
」
(
カ
サ
ネ
キ
ル
)
の
例
が
和
歌
の
中
に

一
首
ず
つ
み
ら
れ
る
。

(
日
)
テ
キ
ス
ト
は
、
「
古
事
記
祝
詞
」
(
日
本
古
典
文
学
大
系
1

岩

波
書
庖
校
注
者
倉
野
憲
司
武
田
祐
吉
昭
和
四
十
六
年
四
月

三
十
日
第
十
五
刷
)
、
「
日
本
書
紀
」
(
日
本
古
典
文
学
大
系
臼
岩
波

書
庖
校
注
者
坂
本
太
郎
家
永
三
郎
井
上
光
貞
大
野
亜
日

昭
和
六
十
二
年
二
月
十
日
第
二
十
四
刷
)
を
使
用
し
た
。
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